
２００７年３月アルゼンチンの経済情勢 

２００７年４月作成 

在アルゼンチン大使館 

 

１．概要 

（１）昨年の実質ＧＤＰ成長率は前年比 8.5％増となった。２月の消費及び生産は堅調だ

った。市場見通しでは 07 年の成長率は 7.7％と予測されている。 

キルチネル大統領は、議会演説の中で、経済実績を強調する一方、パリクラブ債務につ

いては、支払いの用意はあるが、ＩＭＦと合意を行うつもりはないと述べた。 

亜北東部ガスパイプライン建設に関するボリビアとの合意書が署名された。高速鉄道建

設の入札が行われたが一企業連合が応札したに留まった。 

（２）３月の消費者物価指数は、衣類が上昇した一方、娯楽が下落したことなどから、前

月比 0.8％の上昇となった。 

 銀行労組と一部銀行業界団体が平均 14％の賃上げで合意した。 

（３）月末にかけて、カントリーリスク指数は下落し、株価は上昇した。為替相場は安定

し、外貨準備は増加を続けている。 

２月の財政収支は、歳出入共に微増に留まり、一次財政黒字は前年比 3％増に留まった。

３月の税収は前年比 33％増加した。 

所得税の課税最低限の引上げが発表された。 

（４）政府は、国内の供給不足を回避するため、小麦及び小麦粉の輸出を停止した。亜ベ

ネズエラ両首脳は、南米に於ける天然ガス機構創設、南米銀行へのボリビアの参加承認な

どの協定に署名した。 

２月の貿易は、輸出が前年比 14％増加し、輸入が同 20％増加した結果、貿易黒字は同 3％

減少した。 

 

２．経済の主な動き  

（１）経済全般・投資・エネルギー関係 

１日、キルチネル大統領は議会演説を行った。経済実績を強調する一方、パリクラブ債

務については、支払いの用意はあるが、ＩＭＦと合意を行うつもりはないと述べた。 

２日、モレノ国内取引長官の圧力を受け、ロッシ国家農牧取引監督機構が辞任させられ

た。同機構は、農牧庁管轄下にあり、農牧取引の管理のほか、大豆に係る輸出税の引上げ

を財源とした補助金、牛肉輸出のヒルトン枠、牛肉の輸出登録の認証などを担当している。 

６日、亜投資促進庁行動計画紹介式典において、キルチネル大統領は、改めて、パリク

ラブ債務については、支払いの用意はあるが、ＩＭＦと合意を行うつもりはない旨述べた。 

11 日、小麦の内外価格差の 85％を補填する措置が官報掲載された。 

13 日、統計局長が辞任した。 
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26 日、デビード公共事業相とビジェガス・ボリビア炭化水素エネルギー相は亜北東部ガ

スパイプライン建設及びボリビア南部の天然ガス水分分離プラント建設に関する合意書に

署名した。前者の事業費は 15 億ドル、後者は 4億ドルの見込みである。ガスパイプライン

は本年 6月に入札、10 月に建設開始、2008 年 12 月に両国国境間で接続、2009 年第４四半

期に工事が完了し、ボリビアから 27.7 百万立方メートルの天然ガスが供給される予定であ

る。 

27 日、ブエノスアイレス・ロサリオ・コルドバ間の高速鉄道建設の入札が行われたが、

応札したのは、仏 Alstom 社を中心とする企業連合のみに留まった。 

断続的に、統計局職員が、統計行政への政府の介入に反対してデモを行った。 

 

（２）物価・賃金関係 

（イ）物価 

 13 日、食肉価格の上昇を抑えるため、モレノ国内取引長官は、食肉輸出業界に、１千ト

ンの牛肉の追加拠出を求め、業界側は受け入れた。 

（ロ）賃金等 

 ５日、穀物輸送トラック運転手労組が賃上げを要求してストライキを開始したが、８日、

20％の料金引上げが認められたため、解除された。 

15 日、政府は、トラックの買い換え・拡張向け融資の供与、及び通行料金の免除を発表

した。 

28 日、銀行労組と一部銀行業界団体は、平均 14％の賃上げで合意した。 

  

（３）金融・財政関係 

８日、政府は所得税の課税最低限を 25％から 30％引き上げる措置を発表し、１月１日に

遡って適用される。この結果、34 万人が非課税者となり、46 万人の課税額が減少し、手取

りは１～２％増える見込み。 

 

（４）通商関係 

 ８日、政府は、国内の供給不足を回避するため、小麦及び小麦粉の輸出登録を停止し、

輸出が停止された。 

 ９日、亜ベネズエラ両首脳は、南米における天然ガス生産国・輸出国機構創設に関わる

協定、南米銀行へのボリビアの参加承認に関わる協定、亜からベネズエラへの農業技術移

転に関わる協定など 11 の協定に署名した。 

  

３．経済指標の動向 

（１）経済活動全般 

 2006 年第４四半期のＧＤＰ（ＩＮＤＥＣ発表）は、前年同期比 8.6％増、前期比 1.8％
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増となり、国内総固定投資は前年同期比 14.0％増にとどまった。 

通年では前年比 8.5％増となり、国内総固定投資は前年比 18.7％増、対ＧＤＰ比 23.5％

となった。経済活動別では、金融仲介業が前年比 22.0％増、建設業が同 18.6％増、運輸・

通信業が同 13.5％増などとなった。一方、農牧業は同 1.5％増、鉱業は同 1.9％増に留ま

った。 

１月の経済活動指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前年同月比 8.4％増、前月比 0.0％増となっ

た。 

 ３月のＲＥＭ（民間エコノミストの予測の中銀による集計値）の平均では、07 年の実質

ＧＤＰ成長率は 7.7％と予測されている。 

 

（２）消費 

（イ）小売 

２月のスーパーマーケット売上高（ＩＮＤＥＣ発表）は、前年同月比 14.2％増、前月比

0.8％増と引き続き好調で、ショッピングセンター売上高（ＩＮＤＥＣ発表）も、前年同月

比 9.9％増、前月比では 1.4％増と堅調だった。 

（ロ）自動車販売 

自動車協会（ＡＤＥＦＡ）が発表した３月の自動車販売台数は、前年同月比 21.1％増、

前月比 5.2％増と、引き続き好調だった。 

 

（３）工業生産・建設活動 

（イ）工業生産 

２月の工業生産指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前年同月比 6.9％増、前月比 3.0％増となっ

た。引き続き自動車及び建設資材等の非金属鉱物の生産が好調だった。 

２月の稼働率は、夏期休暇の終了等により、前月に比べ 6.7％ポイント上昇し 74.1％と

なった。引き続き、石油精製は 96.4％と高かった。 

（ロ）建設活動 

２月の建設活動指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前年同月比 6.5％増、前月比 2.4％増となり、

引き続き低調だった。 

（ハ）自動車生産 

自動車協会が発表した３月の自動車生産台数は、前年同月比 26.7％増、前月比 26.5％増

と引き続き好調だった。 

 

（４）物価・雇用 

（イ）物価 

３月の消費者物価指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前月比 0.8％の上昇となった。外衣が同

6.0％増となった衣類が同4.5％増となった一方、旅行が同9.5％減となった娯楽が同3.1％
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減となった。飲食料は、パン等が同 2.6％増、乳製品が同 2.5％増となった一方、果物が同

6.1％減、野菜が同 1.9％減となった。 

２月の卸売物価指数は、前月比 0.5％の上昇となった。 

ＲＥＭの平均では、07 年の消費者物価指数の上昇率は前年比 9.9％と予測されている。 

（ハ）雇用・賃金等 

２月の給与指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前月比 1.18％増となり、特に民間非正規部門が

同 2.59％増となった。 

2006 年下半期の貧困率（ＩＮＤＥＣ発表）は、前期比 4.5％ポイント低下し 26.9％、極

貧率は同 2.5％ポイント低下し 8.7％となった。 

ＲＥＭの平均では、07 年の失業率は 8.2％、給与指数の上昇率は前年比 16.45％と予測

されている。 

 

（５）金融 

（イ）株価は、月末にかけて上昇し、株価指数である Merval 指数は、2,102 ポイントとな

った。カントリーリスク指数であるＥＭＢＩ＋も、205 ポイントまで低下した。 

（ロ）為替レートは安定的に推移し、３月末には 1ドル＝3.12 ペソとなった。外貨準備高

は引き続き増加を続け、３月末には 368 億ドルとなった。 

 ＲＥＭの平均では、07 年の外貨準備高は 433 億ドル、為替レートは 1ドル＝3.16 ペソと

予測されている。 

 

（６）財政 

（イ）財政収支 

経済省が発表した２月の財政収支は、歳入が前年同月比 4.0％、一次歳出が同 4.1％増加

し、一次財政黒字は同 3.3％増の 20 億ペソに留まった。しかも、133 億ペソの歳入のうち

10 億ペソは中銀からの利益移転によるものと指摘されている。 

ＲＥＭの平均では、07 年の一次財政黒字は 244 億ペソ、ＧＤＰ比 3.1％と予測されてい

る。 

（ロ）税収 

経済省が発表した３月の税収は、前年同月比 33.6％増の 139 億ペソとなった。付加価値

税収が同 26.8％増の 4,505 百万ペソ、法人及び個人に係る所得税収は同 27.8％増の 2,541

百万ペソ、社会保障雇用主負担金が同 32.7％増の 1,728 百万ペソ、輸出税収が同 44.0％増

の 1,471 百万ペソ、金融取引税が 12.5％増の 1,025 百万ペソとなった。 

ＲＥＭの平均では、07 年の税収は、前年比 23.5％増の 1,852 億ペソと予測されている。 

 

（７）貿易 

２月の貿易（ＩＮＤＥＣ発表）は、輸出が前年同月比 14％増の 3,511 百万ドルとなった
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一方、輸入が同 20％増の 2,791 百万ドルとなった結果、貿易黒字は同 3％減の 720 百万ド

ルとなった。輸出は、大豆油等の食用油、小麦等の穀物、陸上輸送機器、鋼管等の卑金属

等が増加した一方、銅鉱、原油等が減少した。輸入は、農業・金属・化学等への中間財、

携帯電話機・航空機などの資本財、自動車等の部品、バイク・テレビゲーム・医薬品等の

消費財、乗用車が増加した一方、燃料は減少した。 

ＲＥＭの平均では、07 年の輸出は前年比 11％増の 519 億ドル、輸入は 18％増の 404 億

ドルと予測されている。 
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